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 平成２８年度 第１回 都市環境デザイン委員会議事概要 

 

日時：平成２８年６月１日（水）１３：３０から 

場所：帯広市役所１０階第３会議室 

 

出席委員 

武士澤委員長、鳥宮副委員長、青木委員、赤嶺委員、鳥本委員、藤平委員、 

紅葉委員 

事 務 局 

鈴木都市建設部長、佐藤都市建設部企画調整監、松原都市計画課長 

白田基本計画係長、山崎主任、齋藤主任、大橋主任補 

 

議事概要 

 １.開 会 

 ２.委員長挨拶 

 ３.依頼状の交付 

 ４.部 長 挨 拶 

 ５.職 員 紹 介 

 ６.議 題 

（１）報告事項 

平成２８年度 帯広市都市環境デザイン委員会の予定について 

 

 事務局より、今年度の委員会の予定について説明を行いました。 

 委員からの意見、質疑等はありませんでした。 

 

 

（２）協議事項   

①平成２８年度 都市景観形成主要建築物の選定について 

 

 事務局より、今年度の主要建築物選定物件として、大空団地３街区空（１号棟 

～４号棟）について概要を説明しました。 

 意見、質疑等はなく、当該物件を平成２８年度の都市景観形成主要建築物とし 

て選定しました。 

 

 

②平成２８年度 まちづくりデザイン賞の募集について 

 

    事務局より、まちづくりデザイン賞の概要や今後の流れについての説明を行い 

   ました。 

    また、募集期間の変更についての提案、協議を行い、変更案の通り行うことで 

   承認を頂きました。 

    

    変更案及び委員からの意見、質疑などは下記の通りです。 

    

   【変更案】 

 募集期間終了日を８月３１日から９月３０日までに変更を行い、募集期間を 

毎年７月１日から９月３０日までとする。 

     

     理由：より多くの物件の応募機会を設けるため、募集期間を９月末までの３ 

       ヶ月間とするもの。 
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【委 員】期間の延長については、いいと思います。審査する時期が１０月下 

    旬予定ですので、それよりも遅くなると、植栽に雪がと心配もありま 

    すけれども、この時期であれば大丈夫なのでいいのではないでしょう 

    か。 

 

【委 員】これで、応募件数が増えるのか分かりませし、期間の延長について、 

    あまり長々と実施すると間延びするかなと言う意見もあるかもしれ 

    ませんが、実施してみて様子を見てみてもいいのではないでしょうか。 

 

【委 員】応募件数は、前々年度と前年度を比べると増えているのでしょうか。 

 

【事務局】昨年より、募集内容の変更があり、単純に比べられませんが、ここ 

    数年は以前に比べると、多くの応募を頂いております。 

 

【委 員】ポスター掲載の影響もあるかと思います。ホームセンターにお願い 

    してみるのもいいのではないでしょうか。 

 

【事務局】検討いたします。 

 

 

   ③景観法について（景観スポット巡りについて） 

 

    事務局より、景観スポット巡りの概要や今後の流れについての説明を行い、実 

   施に向けての協議を行いました。 

    

    委員からの意見、質疑などは下記の通りです。 

    

    【委 員】今ある「景観百選」に新しい情報をプラスしてバージョンアップし 

        たものをとありますが、それはどういったイメージでしょうか。 

         スポットを増やすとか、説明的な要素を加えていくとかでしょうか。 

    

    【事務局】新たにスポットを増やすわけではなく、今ある「景観百選」を残し 

        つつ、別の見方をして得た情報を加えていければと考えております。 

         また、９７箇所と数が多いので、例えば、部門別に５つを選定して、 

        現在の様子などを追加して更新すると言うような方法も可能かと思 

        っております。 

    

    【委 員】「景観百選」ではありませんが、去年完成した、帯広の森の築山か 

        らの景観は、帯広市を一望出来るみたいですので、名所としてはいい 

        のではないでしょうか。是非、コースに入れて欲しい。 

    

    【委 員】市民意識の向上として、私達が行くのもいいのですが、例えば、市 

        内の写真を撮る会など市民参加のバスツアーなどを計画してみるの 

        も一つの方法かと思います。 

    

    【委 員】どういう風に発信して「景観百選」を知ってもらうかと言う方法の 

        一つとして現実的に今から出来るかはわかりませんが、今後の検討と 

        してバスツアーはいいと思います。 
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    【委 員】「景観百選」のパンフレットを見ても、場所の記載や、写真はある 

        けれども、それだけでは不十分に感じます。 

         景観百選として選定された理由、ストーリーが興味を生むこともあ 

        るので、写真だけではない取り組みも必要だと思います。 

    

    【事務局】少しずつではあるが、フェイスブックで写真と、そのストーリーを 

        発信し始めているところです。 

         最終的には、帯広らしい景観の象徴的なものを見出せていけたらな 

        と考えているところで、まずは、景観百選をベースに色々考えていき 

        たいと思っています。 

    

    【委 員】ストーリー性のあるところで、とてっぽ通と旧川原邸を委員会とし 

        て要望します。 

         目的としては、ストーリーを明確にして、委員会が聞くというスタ 

        イルを通して、色々な方に発信するチャンスになればいいかと思いま 

        す。 

    

    【委 員】次の次の段階で、ストーリーを載せた、ピックアップ版を作成して 

        観光課などに置かせて貰えれば、外部の人達の手に渡りやすいと思い 

        ます。 

    

    【事務局】要望頂きました物件を基に、コース、内容について検討させて頂き 

        実施したいと思います。 

    

    

  （３）その他 

    

  次回の開催予定について、説明がありました。 

 

 ７.閉 会 

 

 以 上 


